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 ←実際に利用した資料にはチェックをしましょう。 
Web 授業のテーマに関連したデータベースやサイトです。 
 
 Japan Knowledge 【学内限定】 
→ 「日本国語大辞典」「日本人名大辞典」などの辞典のオンライン版です。 
 国立国会図書館デジタルアーカイブポータル <http://porta.ndl.go.jp/> 
→ デジタル化されたさまざまな資料が直接閲覧できます。 
 国文学研究資料館 <http://www.nijl.ac.jp/> 
→ 研究論文を検索するには「国文学論文目録 DB」を使います。 
 東京大学史料編纂所 <http://www.hi.u-tokyo.ac.jp/index-j.html> 
→ 「歴史絵引データベース」などで武装や武具が閲覧できます。 
 
図書 本には、テーマに関連する内容がまとめられています。授業のテーマをつかむにはまずはここから始めましょう。 
★のついている図書は、授業期間中（10 月～2 月）は本館 1 階 授業資料ナビコーナーにあります。 
 
 『戦場の精神史 武士道という幻影』（NHK ブックス ; 998）佐伯真一 日本放送出版協会 2004 
→ 一般に理解されている「武士道」という精神文化の実態を通史的に検証しています。 
★【本館 L 棟 2 階A 156/SEN】 
 『武士道の思想とその周辺』（日本倫理思想史研究 ; 2）古川哲史 福村書店 1957 
→ やや古い研究書ですが、〈武〉に関する思想史を軍記物語から具体例を引いて検討しています。 
★【本館 L 棟 2 階A 150.21/F93 
本館 L 棟 2 階 B 156/F93】 
 『武士道』（岩波文庫）新渡戸稲造著 ; 矢内原忠雄訳 岩波書店 1974 
  → 「武士道」という言葉を世に広めた書。現代語訳も多く出ています。 
★【本館 L 棟 4 階小型 156/N88】 
 『たたかいの原像 : 民俗としての武士道』（平凡社選書 ; 139）千葉徳爾 平凡社 1991 
→ 同氏著『負けいくさの構造 日本人の戦争観』も併せて参照しましょう。 
★【本館 L 棟 2 階A 156/C42】 
 『日本人の国家生活』（日本国制史研究 ; 2）石井紫郎 東京大学出版会 1986 
→ 「合戦と追捕―中世法と自力救済再説」が重要。〈武〉の歴史事象から社会慣習的なルールの発生を論じています。 
★【本館 K 棟 3 階A 332.1/I75】 
 『武士の誕生 : 坂東の兵どもの夢』（NHK ブックス ; 868）関幸彦 日本放送出版協会 1999 
→ 終章「武士の発見」は必読。「武士」とは何か、最新の視点を与えてくれます。 
★【本館 K 棟 3 階A 210.36/BUS】 
 『弓矢と刀剣 : 中世合戦の実像』（歴史文化ライブラリー ; 20）近藤好和 吉川弘文館 1997 
→ 果たして「刀は武士の魂」だったのでしょうか。武具研究の視点から合戦史を解説しています。 
★【本館 K 棟 3 階A 210.4/KO73】 
 『戦の中の女たち』（戦争・暴力と女性 ; 1）西村汎子編 吉川弘文館 2004 
→ 〈武〉は男性だけの問題ではありません。「被害者」としてだけでなく、様々な形で女性が〈武〉に関わったことを教え
てくれます。 
★【本館 K 棟 3 階A 367.21/SEN】 
 
この授業は終了しました
  『将門記 ; 陸奥話記 ; 保元物語 ; 平治物語』（新編日本古典文学全集 ; 41）柳瀬喜代志 [ほか] 校注・訳 
小学館 2002 
→ 比較的新しい注釈書で、現代語訳が付いています。保元・平治は岩波新大系を参照。 
★【本館 L 棟 4 階A 918/SH69】 
 『保元物語 平治物語 承久記』（新日本古典文学大系 ; 43）栃木孝惟, 日下力, 益田宗, 久保田淳     
岩波書店 1992 
→ 保元・平治物語については、古態系の本文が採用されています。 
★【本館 L 棟 4 階A 918/SH64】 
 『平家物語 1・2』（新編日本古典文学全集 ; 45-46）市古貞次校注・訳 小学館 1994 
→ もっともよく読まれている覚一本系統の本文。現代語訳が付いています。 
★【本館 L 棟 4 階A 918/SH69】 
 『太平記 1-4』（新編日本古典文学全集 ; 54-57）長谷川端校注・訳 小学館 1994-1998 
→ 現代語訳付き。底本は天正本なので、他の注釈書（流布本採用）とは異なる部分があります。 
★【本館 L 棟 4 階A 918/SH69】 
 『自死の日本史』モーリス・パンゲ著 ; 竹内信夫訳 筑摩書房 1992 
→ フランスの研究者から見た日本人の死生観に関する書。「第七章 武芸そして死の作法」などを参照。 
★【本館 L 棟 2 階留学生コーナー 361.5/JIS】 
 
参考図書（辞書・事典等） 初めてのテーマは、百科事典や主題別の事典などでおおよその内容をつかみましょう。 
「本館参考」にあるものは図書館内で利用して下さい。 
 
 『國史大辭典（1-15 巻）』国史大辞典編集委員会編 吉川弘文館 1979-1997 
→ 歴史事典は数多く出版されていますが、最も信頼されている事典はこちら。 
【本館 K 棟 2 階参考 210.03/KO53】 
 『平家物語大事典』大津雄一 [ほか] 編 東京書籍 2010 
→ 『平家物語』に関する最新の総合事典。現代にマンガ化された作品まで一覧されています。 
【本館 K 棟 2 階参考 913.434/HEI】 
 『合戦絵巻 : 武士の世界』毎日新聞社 1990 
→ 合戦絵巻を解説しながら、武装や馬などの故実に関する図版や解説が施されています。 
【本館 K 棟 3 階大型A 210.4/KA78】 
 
 
My Book List & Keywords  自分で見つけた図書や、実際に使った検索キーワードなどをメモしましょう。 
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